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人と自然の古くて新しい関係
•原生自然だけでなく、人を含めた自然を守る
•都市の自然も重視される
•人口縮小時代において、鳥獣被害は深刻化
•人と野生動物の「新たな関係」を迫られる
•国際社会における議論
•野生動物管理の課題と展望
•持続可能な開発のための教育（ESD）
•参加者の皆さんと一緒に「人と自然の関係」を
見つめ直す

日本生態学会 第27回公開講演会



原生自然だけでなく、人を含めた自然を守る
Dasgupta報告書（概要版）の結論

“Correct economic reasoning is
entangled with our values.
Biodiversity does not only have
instrumental value, it also has
intrinsic worth – perhaps even
moral worth. Each of these senses
is enriched when we recognise that
we are embedded in Nature. To
detach Nature from economic
reasoning is to imply that we
consider ourselves to be external to 
Nature. The fault is not in 
economics; it lies in the way we
have chosen to practise it.” (P. 
Dasgupta, 2021)
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「正しい経済学的理由付けは、私た
ち人間の価値観と絡み合っています。
生物多様性は、道具としての価値の
みならず、内在的な価値をもち、お
そらくは道徳的価値さえあるかもし
れません。いずれの価値も、私たち
が自然の中に埋め込まれている
(embedded)と認識したときに、さら
に豊かなものになります。自然を経
済学的な理由付けから切り離すこと
は、私たち人間が自然の外部にいる
と考えていることを意味しています。
そのような誤りは経済学そのものに
あるのではなく、経済学を適用した
私たちのやり方が間違っているので
す。」(P. Dasgupta, 2021）。

和訳 https://www.wwf.or.jp/activities/data/20210630biodiversity01.pdf P75

世界の自然保護思想が
むしろ

日本に近づいている

都市の自然も重視される



• God has delegated the authority to mankind to have dominion over the animals (Genesis 1:26).
• Humanity was to "subdue" the earth (Genesis 1:28)
• Man has a duty to exercise his dominion under the authority … (Romans 13:1-5)
• The word subdue … can mean “to bring under cultivation.”
• At the time…, humans did not eat meat (Genesis 1:29). 
• Eating meat did not begin until after the Flood (Genesis 9:1–3), and it was at that time that 

animals started to fear humans.
• Any misuse or mistreatment of God’s creation is the result of sin, not the result of following 

God’s original command.
• We must fulfill our duty to manage the earth wisely until that time when the wolf shall lie 

down with the lamb in the kingdom of Christ (Isaiah 11:6).

An origin of Western stewardship

Genesis 1:28: And God blessed them. And 
God said to them, “Be fruitful and multiply 
and fill the earth and subdue it, and have 
dominion over the fish of the sea and over 
the birds of the heavens and over every 
living thing that moves on the earth.

ミケランジェロ (1508–12) 「システィーナ礼拝堂天井画」（太陽・月・植物の創造）
Michelangelo (1508-12), from "Sistine Chapel Ceiling" (Creation of the Sun, Moon, and Plants)

旧約聖書創世記：神は彼らを祝福
して言われた、「産めよ、増えよ、
地に満ちて地を従わせよ。海の魚、
空の鳥、地の上を這う生き物をす
べて支配(dominion over)せよ」。

• 神を代表して動物を支配する権利を人間に与えた。（創世記1:26）
• 人間はこの世界の支配者として立てられた。
• 支配をする権威と共に、上手に支配する責任が伴う。（ローマ13:1-5）
• “ 従わせるsubdue”には、「耕作する、栽培する」という意味もある。
支配権が人間に与えられた時、人間は肉食を禁じられた（創世記1:29）

• 肉を食べるようになるのは大洪水の後（創世記9:1-3）。動物が人間を恐れ
るようになったのはそのときから。

• 私たちには動物を思いやりをもって扱う責任がある。
• キリストの御国で狼が子羊と共に横になる時（イザヤ11:6）が来るまで、
私たちは、地を賢く管理するという義務を果たさなければならない

https://www.gotquestions.org/Japanese/Japanese-dominion-over-animals.htm



人口縮小時代において、鳥獣被害は深刻化

•クマの個体数調整を考える
べき（松田2019/9論座）

• 2023年に被害拡大



人と野生動物の「新たな
関係」を迫られる

• WHAT IS THE NEW DEAL FOR NATURE AND PEOPLE?
• The New Deal seeks to protect and restore nature for the benefit of people and planet –

proposing no more loss of natural spaces or extinctions as well as halving the negative 
ecological impacts of production and consumption. This will enable us to provide enough 
food and water for a global population that will grow to nine billion people in coming 
decades, support efforts to create a stable climate, and prevent a mass extinction of 
wildlife.

• The first step will be to work with government leaders to ensure their support for a New 
Deal. This must be followed by strengthened commitments and delivery mechanisms for 
the UN Biodiversity Convention alongside a strengthened private-sector commitment to 
action – and then enormous ongoing work in the coming decade. Alongside this, we 
must redouble efforts to deliver current UN agreements on tackling climate change and 
encouraging sustainable development – the fate of the climate, human development and 
nature are linked together.

https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/4333.html
https://explore.panda.org/newdeal#what

自然環境の破壊と感染症
ここ数十年、…新しい感染症が発生しています。その多くは野生生物からヒトに感染
する「動物由来感染症」だと言われています。…新型コロナウイルスもそのひとつ…
このような動物由来感染症拡大の背景には、世界各地で行なわれている野生生物の消
費や取引や、地球温暖化、森林破壊など野生生物の生息環境の破壊による人間と野生
生物の接触する機会が増え続けてきたことが原因の一つになっている…

感染の予防、拡大の抑止のステージ
•野生生物の違法取引を防ぐこと
•森林減少など自然環境破壊をくいとめること
•自然破壊の根本原因となる、貧困を撲滅に取り組む必要性を再認識すること

西洋以外ではむしろ伝
統的な自然観



• “2018年に岐阜県で、わが国では28年ぶりとなるCSF
【豚熱】が発生し、イノシシに感染してしまった。
28年前にはイノシシが平野部に生息する状況ではな
かったこともあり、イノシシへの感染対策は【2018
年には】準備すらできていなかった。【同じことは
やがて他の途上国、先進国でも起きるだろう】

• “野生動物問題は、人間と野生動物がいる限り、未来
永劫続くものであるという認識が政策決定者に欠け
ている。もう、頭を切り替えるべきだ

• “これらの現象【大型動物の市街地出没】は、「開発
で山に餌がないから街へ出るようになった」と安易
に解説するような事態ではない。

• “かつては都市にとって、農村地域は大型動物の防波
堤のような存在であった。しかし、今では…動物た
ちは市街地へ容易に侵入できるようになったのであ
る。こうして考えると、大型動物たちの市街地出没
問題は、野生動物の間題ではなく、人間社会の間題
といえる。 7
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持続可能な開発のための教育（ESD）

•環境問題を、将来世代に引き継ぐ持続可能性すべ
ての問題とともに考える。

•現場に接し、自ら考え、打開策を提案する。
•多様な意見を尊重する
•生物多様性と文化多様性は表裏一体
•地球規模で考え、地域で活動する。
•緩和策は地球規模、適応策は地域の効果。



質問はメールhymatsuda@t09.itscom.netまたは
Q&Aへ。アンケートは
• 宇野裕之（農工大）：鳥獣害管理の担い手を育てる
• 八代田千鶴（森林総研）：「野生生物と社会」学会の目指す新た
な関係

• 朱宮丈晴（自然保護協会）：日本版ネーチャーポジティブアプ
ローチをユネスコエコパークで展開する

• 古田尚也（大正大学）：自然保護区以外の普通の場所
の自然保護 コメント 橋本禅（東京大学）

• 須藤明子（ｲｰｸﾞﾚｯﾄｵﾌｨｽ）：人と野生動物の共存に挑む
コメント 中尾文子（環境省）・村田浩一（ズーラシア）

• 倉田薫子（横浜国大）：高校生から始める生物多様性
コメント 安田昌則（大牟田市教委）

• 総合討論
• 終了後、学内散策をお試しください。


